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意見書・決議の審議結果
※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しております。
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原案
可決○○○○○○○○

国会、政府及び東京都に対し、市民の健康に関わる大切な健診（検診）事業に関する制度の充実や財政
的援助の拡充を求めるもの。

健診（検診）事業の更なる充実
を求める意見書

原案
可決○○×××○○○

経済不況が続く中、志望校調査結果を見ると経済負担の少ない都立高校への進学志望が増えている。高
校進学を断念したり私立に入学しても授業料が払えず中退する子どももいる中、緊急に都立校全日制、
二次募集、定時制の募集枠を拡大し、低所得世帯への私立高校授業料等の助成を強化することを求める。

希望する全ての子どもが高校教
育を保障されるための緊急の対
応を求める意見書

原案
可決△△○○○△○○

今春卒業見込みの就職内定率は、昨年⚑⚒月⚑日時点で⚖⚘．⚘％にとどまっている。雇用のミスマッチが就
職内定率低下の要因の一つと言われている。政府はこうした事態を深刻に受け止め、今こそ若者の雇用
対策を更に充実させるべきである。「マッチング事業」の支援や就職ナビサイトの整備等を早急に実施す
るよう強く求める。

若者の雇用対策の更なる充実を
求める意見書

原案
可決△△×××△○○

東京都児童福祉審議会では、待機児解消のために保育所の設備・運営基準について審議されている。そ
もそも低い国の最低面積基準を見直さなかったことが問題である。詰め込み保育による事故が頻出する
中、最低基準緩和は慎重かつ徹底して審議し、子どもの心身の豊かな発達を保障する保育環境を増やす
努力をすべきである。

保育所の最低基準緩和は慎重か
つ徹底して審議することを求め
る意見書

原案
可決△△△××△○○

政府は今国会に障害者基本法を改正しようとしている。しかし、その内容は、昨年⚑⚒月に障がい者制度
改革推進会議が提言した「第⚒次意見」が反映されるものになっていない。同意見は、「障がい者が基本
的人権を享有している」ことをうたっている。同意見を反映した法改正、自立支援法の廃止など国内法
整備を強く求める。

障害者権利条約の批准にふさわ
しい国内法整備を求める意見書

原案
可決△△×××△○○

都市再生機構は、国土交通省が一棟扱いの権利変換計画を認可したので、一棟登記できるとの考え方を
持つに至った。よって、国土交通省に対し、登記が一棟でできるかどうかを検証したのか、その検証は
どのようなものだったのか、権利変換計画の認可主体としての責任をどう考えているのか、等に関して
回答を求める。

小金井市民交流センターの登記
に関する意見書

原案
可決△△×××△○○

都市再生機構は、東京都が一棟扱いの計画通知を確認したので、一棟登記できるとの考え方を持つに至
った。よって、東京都に対し、登記が一棟でできるかどうかを検証したのか、その検証はどのようなも
のだったのか、計画通知の確認主体としての責任をどう考えているのか、等に関して回答を求める。

小金井市民交流センターの登記
に関する意見書

原案
可決△○○○○△×○⚑

×⚕

重大かつ悪質な事件であるにも関わらず海保艦船に衝突の中国船船長を不起訴処分としたことは前例と
なり、到底この措置に納得はできず厳重に抗議する。政府は艦船衝突等による損害額を公表し、中国政
府に損害賠償請求を行うこと。領土・主権を毅然たる態度で守る意志を明確にするため領域警備に必要
な法整備を講じること。

尖閣諸島領海侵犯事件の不起訴
処分に抗議し、万全の領域警備
を求める意見書

原案
可決×○○○○××○

市の実質的な経常収支比率は⚑⚐⚐％を超え、市民サービスの財源にも事欠く財政状態である。市職員の
住居手当は都の支給額の⚒倍を超える水準と報道されている。市長に対し、市職員に支給されている地
域手当を国基準にまで引き下げ、また、住居手当を市民の理解を得られる額に引き下げるなどの諸改革
に速やかに着手するよう求める。

職員の高額給与問題への取組を
求める決議

原案
可決○△○○○○○○

平成⚒⚓年⚑月⚒⚓日、新庁舎建設基本構想策定市民検討委員会は、「蛇の目ミシン工場跡地」を新市役所建
設場所にすることを市長に答申した。よって小金井市議会は、同市民検討委員会の答申を尊重し、新市
役所の建設場所については、小金井市中町⚓丁目市役所建設予定地（蛇の目ミシン工場跡地）に定める
ことを決議する。

小金井市の新市役所庁舎の建設
場所を定める決議

引き続き審査する案件

　⚔月⚑日に自由民主クラブの会派解
散届が提出されました。
　また、同日、自由民主党小金井市議
団の会派異動届が提出され、所属議員
等が以下のとおり変更となりました。
　（◎幹事長、○副幹事長）
◎中根　三枝　　○遠藤百合子
　中山　克己　　　露口　哲治

総務企画委員会

▶「駅前ホール（市民交流センター）」の管理
規約や登記に関する陳情書
▶「駅前ホール（市民交流センター）」が分棟
登記になった場合の対応に関する陳情書
（その⚑）
▶「駅前ホール（市民交流センター）」が分棟
登記になった場合の対応に関する陳情書
（その⚒）
▶「駅前ホール（市民交流センター）」が分棟
登記になった場合の対応に関する陳情書
（その⚓）
▶「駅前ホール（市民交流センター）」が分棟
登記になった場合の対応に関する陳情書
（その⚔）
▶閉鎖された高齢者農園に代わる農園設置を
求める陳情書
▶バイク（原付き自転車）のナンバープレー
トに小金井らしいデザインを採用すること

を求める陳情書
▶購入議決が無効になった「市民交流センタ
ー」問題に関して、徹底した原因の究明を
求める陳情書

▶「市民交流センター」がＵＲ管理になった
こと等による余剰財源を庁舎建設基金に積
み立てることを求める陳情書

▶「市民交流センター」の購入は行なわず、
頭金の返還をＵＲに求め、庁舎建設基金に
積み立てることを求める陳情書

▶小金井市の芸術文化振興条例の精神を積極
的に活かす施策として、民間ホールや民間
ギャラリーへの助成を求める陳情書

建設環境委員会

▶小金井市アスベスト飛散防止条例

議会運営委員会

▶わかりやすい議会運営を求める陳情書

▶「議会だより」の発行回数の増と、分かり
やすい紙面内容を求める陳情書

①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会
議日割等、議会運営に関する調査

②議会の会議規則、委員会条例等に関する調
査

③議会運営に関する議長の諮問事項について

ごみ処理施設建設等調査特別委員会

▶二枚橋に了ける、新規焼却場建設構想の撤
回を要請する陳情書

▶ごみ処理施設建設及びごみ対策に係る諸問
題の調査

庁舎建設等調査特別委員会

▶新庁舎に議会専用の議場や委員会室は要ら
ないとする議会意思の表明を求める陳情書

▶庁舎建設等に係る諸問題の調査


